
事務局記入覧

住 所 〒 　 　 　 　 ━ 　 　

電 話
番 号

氏 名

※姓と名の間は空欄
　を空けてください。

性 別 年 齢 歳

投稿
回数

①郵便小為替　  ②現金書留
③郵便払込（　　月　　日に払込）

発表会
について

投稿料のお支払方法に〇をつけてください。

①参加する  ②検討中  ③参加しない

メール
アドレス

ふりがな

ふりがな

※任意

所属

都・道
府・県

初めて　・　2 回目以上

投稿料：（　 　）組 ×  2,000 円＝（　　　 円）
※ 3 句で 1 組となります。本用紙 1 枚で 2 組まで応募可。

投句
用紙

※

作
品
の
ふ
り
が
な
も
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
︒

(姓 ) (名)

※結社など。特に所属が無い場合は空欄で結構です。

作品集に掲載
するお名前

一句 かな二句 かな三句 かな
一組目 島 

ま
た
は 

自
由
詠　

※

三
句
一
組
と
な
り
ま
す
︒

一句 かな二句 かな三句 かな
二組目

※

作
品
の
ふ
り
が
な
も
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
︒

島 

ま
た
は 

自
由
詠　

※

三
句
一
組
と
な
り
ま
す
︒

﹁
古
事
記
﹂・﹁
日
本
書
紀
﹂
編
纂
一
三
〇
〇
年
記
念

後
鳥
羽
上
皇
隠
岐
遷
幸
八
〇
〇
年
記
念

第
二
十
四
回﹁
隠
岐
後
鳥
羽
院
俳
句
大
賞
﹂

応
募
要
項　
一
般
の
部
・
青
少
年
の
部(

高
校
生
ま
で)

◇ 

作　
　

品

題
は﹁
島
﹂ま
た
は
自
由
詠
︒

未
発
表
の
作
品
で
︑三
句
一
組︵
何
組
で
も
応
募
可
︶と
し
ま
す
︒

　

＊
盗
作
・
類
似
作
品
・
二
重
投
稿
・
判
読
出
来
な
い
作
品
は
対
象
外
と
し
ま
す
︒

　
　
＊
結
社
誌
・
ブ
ロ
グ
・
S
N
S
等
へ
投
稿
し
た
作
品
も
既
発
表
作
品
と
な
り
ま
す
︒

◇ 

投　

稿　

料

一
般
の
部
=
二
千
円︵
一
組
に
つ
き
︶　

＊
青
少
年
の
部(

高
校
生
以
下)  

は
無
料

応
募
者
全
員
に
作
品
集
を
送
付
し
ま
す
︒＊
青
少
年
の
部
は
入
賞
者
と
応
募
校
の
み
送
付

作
品
集
の
発
送
は
令
和
五
年
三
月
下
旬
~
四
月
頃
を
予
定

作
品
集
に
掲
載
さ
れ
る
作
品
は
︑応
募
一
組
に
つ
き
選
考
後
の
一
作
品
を
掲
載
し
ま
す
︒

◇ 

用　
　
　

紙

所
定
の
応
募
用
紙
か
︑二
百
字
詰
原
稿
用
紙
に
楷
書
で
作
品︵
ふ
り
が
な
も
︶︑

郵
便
番
号
︑住
所
︑氏
名︵
筆
名
の
あ
る
方
は
筆
名
も
︶︑年
齢
︑性
別
︑電
話
番
号
を

必
ず
ご
記
入
下
さ
い
︒

◇ 

締　
　
　

切

令
和
四
年 

十
一
月
三
十
日　
＊
当
日
消
印
有
効

◇ 

賞

一
般
の
部
=
大
賞
・
海
士
町
長
賞
・
西
ノ
島
町
長
賞
・
知
夫
村
長
賞
・

角
川﹃
俳
句
﹄賞
・
島
う
た
歳
時
記
賞
・
松
籟
賞
・
入
選
他

青
少
年
の
部
=
最
優
秀
賞
︑優
秀
賞

　
　

＊
入
賞
者
は
賞
状
・
副
賞︵
海
士
町
の
特
産
品
な
ど
︶︑入
選
・
佳
作
の
方
に
は
賞
状
を
贈
呈

◇ 

選　
　
　

者

◇
発
表
予
定

入
賞
者
に
は
令
和
五
年
二
月
下
旬
頃
文
書
に
て
直
接
ご
連
絡
致
し
ま
す
︒

ま
た︵
株
︶隠
岐
桜
風
舎(

お
き
お
う
ふ
う
し
ゃ)

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
発
表
予
定

石
寒
太
・
稲
畑
廣
太
郎
・
宇
多
喜
代
子
・
小
澤
實︵
五
十
音
順 

敬
称
略
︶

◇ 

主　
　
　

催

後
鳥
羽
院
顕
彰
事
業
実
行
委
員
会

◇ 

後  　

 

援

島
根
県
・
隠
岐
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
・
現
代
俳
句
協
会
・

国
際
俳
句
交
流
協
会
・
日
本
伝
統
俳
句
協
会
・
公
益
社
団
法
人
俳
人
協
会
・
隠
岐
汽
船
・

角
川
文
化
振
興
財
団﹃
俳
句
﹄編
集
部
・
俳
句
ユ
ネ
ス
コ
登
録
推
進
協
議
会
・
海
士
町
・
西
ノ
島
・
知
夫
村

◇
応
募
方
法

投
句
料
と
投
稿
句︵
所
定
の
用
紙
ま
た
は
原
稿
用
紙
︶を
同
封
し
て
郵
送

　
　
＊
投
稿
後
の
作
品
の
返
却
・
変
更
・
審
査
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
に
は
応
じ
ら
れ
ま
せ
ん
︒

　
　

＊
投
稿
料
・
作
品
の
返
却
は
原
則
と
し
て
い
た
し
ま
せ
ん
︒

　
　

＊
各
賞
発
表
後
︑事
務
局
に
て
投
稿
作
品
を
紹
介
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒

◇ 

送
金
方
法

①
郵
便
為
替(

定
額
小
為
替
︑普
通
為
替
を
郵
便
局
で
購
入)

︑②
現
金
書
留
︑
③
郵
便
払
込

の
い
ず
れ
か
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
︒

※

郵
便
払
込
を
ご
利
用
の
場
合

　
　

郵
便
払
込
取
扱
票
の
通
信
欄
に
組
数
と
投
稿
料
を
ご
記
入
の
上
︑払
込
み
く
だ
さ
い
︒

　
　

口
座
番
号　

0
1
3
6
0-

6-

1
1
1
7
2
6

　
　

加
入
者
名　

株
式
会
社 

隠
岐
桜
風
舎

◇
作
品
送
付
先

〒
６
８
４-

０
４
０
３　

島
根
県
隠
岐
郡
海
士
町
大
字
海
士
１
５
２
１-

1

海
士
町
後
鳥
羽
院
資
料
館
内

　
　
　

後
鳥
羽
院
顕
彰
事
業
事
務
局︵
投
稿
在
中
︶

一
二
二
一
年
︑承
久
の
乱
に
敗
れ
た
後
鳥
羽
上
皇
は
こ
の
地
へ
配
流
と
な
り
︑お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
る
ま

で
の
一
九
年
間
に
数
多
く
の
和
歌
を
残
さ
れ
ま
し
た
︒歌
聖
と
し
て
の
後
鳥
羽
院
の
陵
を
今
も
尚
︑全
国
の

多
く
の
歌
人
・
俳
人
が
︑お
慕
い
し
訪
れ
︑沢
山
の
歌︵
句
︶を
詠
ん
で
い
ま
す
︒

俳句部門
﹁
古
事
記
﹂・﹁
日
本
書
紀
﹂編
纂
一
三
〇
〇
年
記
念

後
鳥
羽
上
皇
隠
岐
遷
幸
八
〇
〇
年
記
念

第
二
十
四
回﹁
隠
岐
後
鳥
羽
院
俳
句
大
賞
﹂

俳句
部門

※

本
大
会
は
令
和
元
年
度
よ
り
株
式
会
社
隠
岐
桜
風
舎 

詩
歌
部
門
が
事
務
局
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
︒

令和3年は
後鳥羽上皇
海士遷幸
800年。

←
ご
投
稿
の
際
に
は
左
記
の
宛
先
を
切
り
取
っ
て
封
筒
に
貼
る
と
便
利
で
す
︒

◇ 

問
い
合
わ
せ

〒
６
８
４-

０
４
０
３ 

島
根
県
隠
岐
郡
海
士
町
大
字
海
士
１
５
２
１‐

１

 　

海
士
町
後
鳥
羽
院
資
料
館
内

　
　
　

後
鳥
羽
院
顕
彰
事
業
事
務
局

　

電
話　
　

０
８
５
１
４-

２-

１
４
７
０

メ
ー
ル　

 okiofusha@
oki-am

a.org


